様似町農業委員会総会議事録
（平成２９年度　第１回）

１．開会の日時及び場所
	日時
	平成２９年　９月２５日　午後７時００分～午後９時００分

	場所
	役場３階委員会室


２．会議への出席状況
出席　１０人　　　欠席　１人
	役　職　名
	番号
	氏　　　名
	出席
	欠席

	会　　　　　長
	６
	中　村　勝　則
	○
	

	会長職務代理者
	５
	菊　地　　　智
	○
	

	委　　　　　員
	１
	小　田　誠　一
	○
	

	委　　　　　員
	２
	北　澤　正　則
	○
	

	委　　　　　員
	３
	小　原　　　忠
	○
	

	委　　　　　員
	４
	柵　木　雅　美
	○
	

	推　進　委　員　
	
	猿　倉　　　修
	
	○

	推　進　委　員
	
	清　水　孝　志
	○
	

	推　進　委　員
	
	辻　　　　　陽
	○
	

	推　進　委　員
	
	富　田　恭　司
	○
	

	推　進　委　員
	
	中　村　和　明
	○
	


３．議事日程
報告第１号　下限面積に関する別段面積の設定について
報告第２号　地目変更登記に係る照会に対する回答について
議案第３号　農地等の利用の最適化の推進に関する指針の作成について
議案第４号　平成２９年度農地パトロール（利用状況調査）の実施について
議案第５号　現況証明について
４．農業委員会事務局出席
事務局長　　中　村　　　晋
主　　事　　逢　山　康　弘
書　　記　　木　村　将　大
５．会議の概要
	中村事務局長
	農業委員会等に関する法律第２７条に基づき、定員に達しておりますので、これより第２回様似町農業委員会総会を開催いたします。それでは、会長よりご挨拶申し上げます。

	
	

	会長
	収穫の秋ということで水稲の収穫が始まっております。台風の影響で倒伏が一部見られ、小田さんが中心となっている共同のほうが大変苦労している様子がうかがえます。
いちごの選果場が仮稼動で５軒分が入っていまして、２８日以降は全軒分集荷されるそうです。初日は苦労したようですが、順調に動いているようです。
今年建てるいちごハウスの工事が始まりまして、土建会社に聞いたところ雨で苦労しているようです。
来月には秋の馬市も始まり、まだまだ忙しい日が続きます。そして雨風の災害もまだ安心できないという季節で大変なことも多いですが、いちごのほうは新しいシステムが動いているということで嬉しいこともございます。
本日は案件が多いですが充分な検討をお願いいたします。

	
	

	中村事務局長
	これからの議長につきましては、会長により進めさせていきますのでよろしくお願いいたします。

	
	

	中村会長
	それでは、しょはん報告を事務局よりお願いいたします。

	
	

	中村事務局長
	諸般報告につきましては、は記載のとおりとなっています。

	
	

	中村会長
	それでは議事録署名委員をこちらより指名いたします。
３番の小原委員と４番の柵木委員にお願いいたします。

続きまして本日の議案の説明を事務局よりお願いいたします。

	
	

	中村事務局長
	本日の議件につきましては、報告第１号下限面積に関する別段面積の設定について、報告第２号地目変更登記に係る照会に対する回答について、議案第３号農地等の利用の最適化の推進に関する指針の作成について、議案第４号平成２９年度農地パトロール（利用状況調査）の実施について、議案第５号現況証明についてです。

	
	

	中村会長
	それでは、報告第１号の下限面積に関する別段面積の設定について事務局よりお願いいたします。

	
	

	中村事務局長
	報告第１号、下限面積に関する別段面積の設定についてです。下限面積に関する別段面積の設定についてはこれまでの、「毎年下限面積の協議をし、その結果を町のホームページで公表するから必要があれば協議する。」に変更する旨の指導があったのでこれを報告する。理由ですが、毎年下限面積、別段面積というものを必要に応じて検討していたのですが、平成２７年度をもって廃止されました。今年の６月に北海道の農地調整課と北海道農業会議にて、他法令や通知等を見直した結果、下限面積について○○できるという規制はあるが、○○しなければならないという表示が一切なくなったために８月の２３日の研修会の中で下限面積の検討については、必要があれば行うということに変更するということで指導を受けています

これまでは毎年、協議しその結果をホームページに公表していましたが、今後は毎年下限面積の協議をすることが望ましいに変更するということで必要がある場合に限定して協議をしたいということです。
今年の４月２７日開催の総会の中で今年の下限面積については、しないということで決定しているのですが２８年１月１日現在で、２ha以下の農業者の方が１６戸で２１％、４割で半分近くしかいってないので、様似町では必要ないということで下限面積を設定しないということにしております。

	
	

	中村会長
	このことについて質問等ございますか。

	
	

	
	（質疑等なし）

	
	

	中村会長
	ないようですので、次に報告第２号地目変更登記に係る照会に対する回答書について説明をお願いします。

	木村書記
	報告第２号地目変更登記に係る照会に対する回答書についてですが、札幌法務局日高氏局より地目変更登記に係る照会のあった件について、記載のとおり対応し回答したので報告します。現在の状況は現況写真のとおりです。

	中村事務局長
	去年、農業者のみなさまには地目変更しませんかと農務係から案内が届いていると思いますが、その際にこの方にも出しており、本来でいえば所有者は石田タツさんですが、亡くなられているので所有者名義変更後に地目変更のための現況証明願を提出し、農業委員会にかけて現況証明を発行してから地目変更する流れだったのですが、たまたま順序が逆になってしまい、現況証明を取る前に法務局で地目変更を行おうとしたため法務局から照会が来ました。現況は写真のとおりでありますので記載のとおり回答させていただきました。

	
	

	中村会長
	このことについて質問等ございますか。

	
	

	
	（質疑等なし）

	
	

	中村会長
	内容ですので、次に議案第３号。農地等の利用の最適化の推進に関する指針の作成についてお願いします。

	
	

	中村事務局長


	議案第３号農地等の利用の最適化の推進に関する指針の作成についてですが、農地利用最適化交付金事業を活用する場合はこの指針を作成することとなっています。管内的には、平取町、日高町、新冠町、浦河町については補助金を活用しないということで報告しています。えりも町については来年度から活用する。新ひだか町は、総会にかけてから決定するそうで、私も内部で協議したのですが、少しでもお金がもらえるんだったらやってくださいとのことだったので、やらなければならないということでみなさんに議決を求めます。


	
	

	中村会長
	ただいま説明のあったことについて、質問等ございますか。

	
	

	清水推進委員
	そもそもこの補助金というのは、なんのために出ているのか、もう少し教えてほしいです。

	
	

	中村事務局長
	別紙の地図でわかるとおり、全国的に使われてない農地が多いので、遊休農地を減らすために「国がお金を出すから頑張って減らそう」ということです。

北海道からすると、今までも遊休農地対策は進めているのですが、全国的にみると、やってないところが多くて集積率が低いのが現状です。

端的に言うと“遊休農地を減らしなさい”という目的でお金をつけている、ということです。

	
	

	中村会長
	そのほかございますか。

	
	

	清水委員
	国は、そういう形で農業委員推進委員のほうに責任を持たせてるようですが、本来農家に対しての国の政策が悪いからこれだけ離農しているので、そのことを指摘していかないといけないと思います。国の政策が悪いから、農家としてやっていけない、残っていけない、世代交代もできない。

新規就農者は夢をもって来ているかもしれないけれど、その人達がまた食えなかったら離農していくわけだから、農家にお金が入ってこないから、離農する。そこを、「推進委員にお金やるからやれや」というのはおかしいと思います。事務局には現状を国に報告するべきだと思います。

	
	

	中村会長
	ただいま清水委員からあったお話の件ですが、国に対する要望事項をとりまとめてもっていきます。

他に質問、意見等はありますか。

	
	

	富田推進委員
	今の話の関連で、集積率を上げるために遊休農地を有効に使えという話ですが、明日からでもすぐ使える農地と、荒れ果てた農地があったとしたら、それを原状農地に戻すための経費は農業者の手弁当なのか、自治体である程度手当があるのか、原状回復が必要な農地に関しての手当というのは様似町はどのように考えていますか？

	
	

	逢山農地主事
	借り手がいる場合には、中間管理機構が間に入って直す制度があります。その他には、荒廃農地等の利活用促進交付金というのがあります。面積要件ですとか、うろ覚えなので今はっきりとした額は言えないのですが、補助はあったと思います。確か中間管理機構を通さないとこの補助が使えないはずが、要件が厳しい印象があります。

	
	

	富田推進委員
	様似町で使われてない農地をどなたかにあっせんしたい、と思っていても金銭的な手当ての見込みがなければ、現実問題遊休農地は減らないのではないか。

	
	

	
	富田委員からあったように、荒れ地で農地にするのに大変な労力が必要な農地は確かにあります。補助等もありますが要件が厳しく小さい町だと使いづらいのも現実です。この先自費でやろうと思えるほどの農家も様似にはおそらくいないと思う。本気で遊休農地を減らすなら今のままではなく別の方法を国にも町にも考えてもらう必要があると私も思います。

補助金の関係については、町にも要望していきたいと思います。

	
	

	中村会長
	その他ございますか。

	
	

	中村会長
	ないようですので、指計を作るということで、同意するかたは挙手をお願いします。

	
	

	
	（全員挙手）

	
	

	中村会長
	全員賛成ということで議案第３号は承認します。
続いて議案第４号平成２９年度農地パトロールの実施についてお願いいたします。

	
	

	中村事務局長
	平成２９年農地パトロール（利用状況調査）の実施についてですが、
毎年１０月頃まで実施農しています。何をするかというと、町内全体の遊休農地があるかないかを確認して歩きます。遊休農地が発見された場合には１１月末に所有者に文書を出します。同時に農地中間管理機構に報告文書も翌年の１月頃までに返事をもらうよう出します。その中で農地中間管理機構を利用したいという方以外、翌年また農地を見て去年と状況が変わってなければその農地の課税を上げるというのが流れです。

事務局としては１５日の週で行いたいと考えていますので、都合をつけてください。

	
	

	中村会長
	質問等ございますか。

	
	

	
	（質疑等なし）

	
	

	中村会長
	ないようですので、議案第５号現況証明について事務局よりお願いします。

	
	

	木村主事
	議案第５号現況証明についてですが、全件が公簿地目が農地の筆について現況が農地ではないと判断されたものです。現況確認は中村会長、菊地職務代理、小田委員と確認いたしました。各地番、地目、面積利用状況については記載のとおりです。現況や位置は別添の写真にて確認をお願いします。

	
	

	中村会長
	ただいま説明のありました、現況証明について質問等ございますか。

	
	

	
	（質疑等なし）

	
	

	中村会長
	ないようですので、議案第５号について承認されるかたは挙手をお願いします。

	
	

	
	（全員挙手）

	
	

	中村会長
	全員賛成ということで議案第５号を承認します。続いてその他ということで今後の総会・研修会等の予定を事務局よりお願いいたします。

	
	

	中村事務局長
	今後の総会・研修会等の予定についてです。

平成２９年度地区別農業委員・農地利用最適化推進委員等研修会は、１１月１日（水）門別総合町民センターありまして、例年でいきますと視察に入り、札幌方面に一泊で研修を行っております。

平成２９年度東北・北海道ブロック女性農業委員研修会が、今回北海道にて開催のため柵木さんにお願いしたいと思っております。

	
	

	中村会長
	その他皆さんから何かございますか。

	
	

	
	（なし）

	
	

	中村会長
	ないようですので、本日の総会は終了とさせていただきます。ありがとうございました。


６．閉会の日時
平成２９年　９月２５日（月） 午後９時００分
議長は議事録を調製し、議事録の正当なことを認め、議事録署名委員とともに
ここに署名する。
平成２９年　　　月　　　日
平成２９年度 第１回様似町農業委員会総会
議　　　　　長　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
議事録署名委員　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
議事録署名委員　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
